
記録：第 351 回海外邦人安全対策連絡協議会 

 

 10 月 11 日、「第 351 回海外邦人安全対策連絡協議会」を開催したところ、概要につ

き以下のとおり。主な議題は、①デモ等に対する安全確保、②日本の水際措置の緩

和、③当地イミグレとの問題に関して。 

 

１．冒頭 

（大使館領事部長） 

 皆さんの生活も徐々に新型コロナの制約から解放されてきていると推測する。日本

の入国管理政策についても緩和をされる方向にあり、本日からインドネシア人の E パ

スポート所持者に対するビザ免除登録が再開された。インドネシア人の日本への出張

が容易になる。新型コロナは落ち着いた状況とはいえ、まだ大使館や日本人学校でも

感染者が出ており引き続き注意が必要。参考となる情報があれば共有してほしい。 

 

２．治安ならびに邦人に関わる最近の事件・事故報告 

（政務部報告：警備班書記官による代理報告） 

デモの状況： 9 月上旬に燃料価格の引き上げがあったためジャカルタや地方都市で

デモが頻発した。10 月に入ってから落ち着きつつあるものの今後も発生する可能性あ

り引き続き注意が必要。 

テロ情勢 ：明日 10 月 12 日はバリ島テロ事件の発生からちょうど 20 年である。直近

の一年半はテロの発生はない。しかしながらテロの標的となりやすい警察あるいは宗

教関連施設あるいはその近辺を訪れる際は十分注意いただきたい。異変があった場合

には速やかにその場を離れることが必要。 

サッカー暴動事件：先の 10 月 1 日、東ジャワのサッカー場で暴動が発生した。多数

の死傷者が出た。さいわい邦人に被害はなかったが、日本と安全基準は異なる外国に

住んでいるということを考えて頂きたい。常に適度な警戒心を持っていただきたい。 

（大使館領事部長より補足説明） 

インドネシアではデモが暴徒化する可能性があることにご留意いただきたい。一昨年

もオムニバス法の成立に抗議するジャカルタでのデモで、タムリン通りやスディルマ

ン通りのバス停が、デモ参加者に放火されるなどの事例が見られた。インドネシア人

の気質として注意を怠ってはいけない点があることにご留意いただきたい。 

また、交通事故の場合はインドネシア運転手に任せるという事をリマインドさせても

らいたい。先日もオートバイと車両による接触事故の際、周囲の目撃者が車両を取り

巻いてドアをたたくなど脅威を感じさせる場面に遭遇することがあった。 

 



（警備班書記官） 

 邦人の被害状況について一件報告する。 

観光目的で入国をした日本人が空港で書類手続きをしていたところ、脇に置いたカバ

ンを持ち去られた。大使館には報告されていないが、その他にもカバンや携帯電話の

盗難事件が発生していると聞いている。身の回りのものは、肌身離さないよう安全対

策に留意をしてほしい。 

 

３．医療関連状況について 

（大使館領事部長による代理報告） 

 本日は大使館医務官が欠席のため代わって報告するが、医務官からは今月特段注意

してほしい医療事情は特にないと聞いている。 

なお、現在は 2023 年 3 月まで日本への一時帰国の際に空港でワクチン接種が可能で

ある。10 月 6 日からは、5 歳から 11 歳までの子どもを対象にワクチン接種が可能と

なった。年末年始の一時帰国時などで利用いただきたい。外務省ホームページから接

種の予約が可能。 

 

４．各社・機関からの状況報告 

今回も自主的な情報共有や質問について発言を行うこととした。 

（企業からの報告） 

 今回は特に報告なし 

（企業からの報告） 

 特に報告事項はなし。 

（企業からの報告） 

  現在ワクチン接種を 3 回終えた者は日本への入国時に PCR 陰性証明は不要となっ

ているが、この対象となる接種ワクチンに中国製のワクチンが含まれることとなった

と聞いている。このことで両国の往来がより活性化すると期待している。 

（大使館領事部長） 

 今ご報告があったように中国製ワクチンで接種されている方々も 3 回接種を受けて

いれば PCR 検査による陰性証明書の提出は不要となったことをご報告する。 

（企業からの報告） 

 報告事項は特になし。なお 10 月のコロナ感染者はいない。商談目的の VOA が再開

され、出張者が増えてきている。 

（企業からの報告）  

 特に報告事項はないが、今週末ジャカルタジャパン祭りが開催される予定となって

いる。人込みの中でのスリ行為、イベント時の持ち物盗難など一般犯罪にご注意いた



だきたい。 

（企業からの報告） 

 コロナ、治安、ビザともに特に問題はない 

（企業からの報告） 

 特になし。事故、コロナ、ビザ、特に問題ない 

（企業からの報告） 

 コロナについては特に報告事項はない。Peduli Lindungi について、日本で実施した

3 回目のワクチン接種がなかなか反映されないという事例がまだ見られる。またビザ

に関して、312 ビザを取得し入国した際に違うシールをパスポートに貼られるという

事例を先月報告したが、まだ同じようなケースが継続している。 

（大使館領事部長） 

 312 ビザの件について法務人権省入国総局に申し入れたところ、そのようなことは

ないとの回答であった。また折を見て先方に改善を求めていきたい。 

（企業からの報告） 

 先ほど話がでたワクチン 3 回接種者の PCR 検査不要の件について、10 月 11 日から

シノバック等の中国製ワクチンも対象となったことを確認している。日イ双方の往来

がしやすくなり期待している。 

（企業からの報告） 

 コロナの感染例が散発的に発生している。感染が発生すると隔離期間が必要なため

事業活動が制約されるという問題を感じている。 

（企業からの報告） 

 特に報告事項はない。 

（ 企業からの報告） 

 コロナ、ビザなど、難しい局面には遭遇していない。 

（企業からの報告） 

 特段のトラブルは聞いていない。 

（企業からの報告） 

 特段の報告はない。 

（企業からの報告） 

 9 月にローカルスタッフ 1 名がコロナに感染したが以降は落ち着いている。現在特

段問題はない。 

（企業からの報告） 

 コロナの感染者が数名出ている状況。 

（JJC） 

  平常の運営を行っている。JJC スナヤンセンターの利用者は平日で 20 名程度、週末



は 80 名から 90 名程度と、新型コロナ感染拡大以前のレベルに戻ってきている。マス

クの着用、手の消毒に引き続き注意をしている。 

 （JICA） 

  特に報告事項なし。 

（ JETRO） 

  特に報告事項なし。出張者も順調にインドネシアに入国できている。コロナ感染者

も事務所にはいない。 

（国際交流基金） 

  Peduli Lindungi について、日本で接種をした 3 回目のワクチンについて登録をし

たがなかなか反映されないという事例がある。 

（チカラン日本人学校） 

 特段共有する情報はなし。コロナ発生もない。 

（ジャカルタ日本人学校） 

 コロナ感染が 2 名、インフルエンザの罹患は 3 名。学校の運営については対面によ

る通常の運営となっている。授業参観、運動会、修学旅行などの行事も通常通りの運

営を実施、あるいは実施予定。 

 

 

次回海安協は 2022 年 11 月 8 日（火）に開催予定。 


